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  まとめ（成果と今後の課題） 

今年度は、カキ礁の効率的な造成方法として平成29年度に設置した竹や、ほうき、ホタテ、ネット、さ

らに平成30年度に設置した竹と竹ほうきの組み合わせ着生材へのカキの着生状況を引き続きモニタリング

し、カキの着生材として適している材質の検討を行った。また、カキが着生しやすい高さを把握するため

に金網を用いた棚式着生材を設置した。今年度の課題および目標に対する成果を表 15に示す。 

 

表 15 今年度の成果 

小課題 
平成30年度の課

題 
目標 今年度の成果 

カキ礁の効率的な造

成方法の開発 

着生効果が高い着

生材が必要 

カキ礁造成面積が5

年で20wet-kg／㎡

以上拡大する。 

ネットが3年で19.18wet-kg/m2

で目標値を概ね達成できた：達

成 

数年間流出しない

着生材が必要 

着生材の残存率が年

間80%以上である。 

残存率が80%を超えたのはネッ

ト、ホタテ（3年経過）および

棚式着生材（1年目）の3種で

あった：達成 

その他 

カキの着生しやすい高さは現地

盤+0.3ｍであることが分かった 

カキ造成可能区域は40.1haであ

ることが分かった 

カキ礁造成による貧

酸素水塊軽減効果の

検討 

より現実的な効果

の検証が必要 

カキ礁により貧酸素

水塊が12%軽減する

ことを確認する 

底層DOが3mg/Lとなる累積時間

は、カキ礁の分布条件により異

なるが、最大で10～20%軽減で

きることが分かった：達成 

 

 上記成果を受けて、次年度に向けた課題を表 16に整理した。次年度以降はより事業化を想定し、カキ

礁造成面積とその効果を意識した事業の遂行が必要であると考える。 

 

表 16 次年度に向けた課題 

小課題 次年度に向けた課題 

カキ礁の効率的な造

成方法の開発 

労力がかからず、かつ、造成面積を確保できる着生材の開発 

漁業者自身が実施できるよう、作業手順の明確化が必要 

カキ礁造成による貧

酸素水塊軽減効果の

検討 

カキ生息量の変化による貧酸素化面積の減少率の変化の評価 

カキ礁造成による流況変化等の効果を詳細に把握すること 
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電子格納データ 

 

小課題 試験名 データ 

カキ礁の効率的

な造成方法の開

発 

着生量調査 付着生物・底生生物 分析結果一覧（Excelファ

イル） 

各計測結果一覧（Excelファイル） 

カキ礁の現状把握  

カキ礁造成によ

る貧酸素水塊軽

減効果の検討 

平面 2 次元浅水流モデル

による机上検討 

 

深浅測量 等深浅図（dwgファイル、dwfファイル、jpgフ

ァイル） 

二枚貝C，N,P分析 分析結果一覧（Excelファイル） 

流速調査 流速観測結果（Excelファイル） 
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VII-2. 大課題まとめ 

本課題における貧酸素水塊軽減および生産性向上までのフローは図 43に示す通りである。 

本課題は砂泥干潟や泥干潟において、適切な時期や適切な材質、高さによってカキ礁を造成することで

貧酸素水塊を軽減することを目的としている。そのため、当該地域での最適な条件と方法を明らかにした

うえで、カキ礁造成技術の確立を目指す。 

 

 

 
図 43 貧酸素水塊軽減までのフロー図 

 

 今年度実施した技術開発において、カキ礁造成における方法や時期、高さを把握することができ、かつ、

造成目標値を達成することができた。令和2年度には、得られた知見からより漁業者が自ら実施可能な方法

とするため、表 17に示す技術開発を実施予定である。 

 

 

表 17 各課題における次年度以降の開発課題 

中課題 小課題 次年度に向けた課題 

 

カキ礁の造成によ

る貧酸素水塊の軽

減 

カキ礁の効率的な

造成方法の開発 

労力がかからず、かつ、造成面積を確保できる着生

材の開発 

漁業者自身が実施できるよう、作業手順の明確化が

必要 

砂泥干潟域・泥干潟域

造成技術 貧酸素軽減

●造成技術の確立
●造成場所の明確化
●造成手順および配慮事項の整
理

●造成効果の定量化
●目標達成に必要な造成面積の
提示

２
|
４
年
目

カキ礁造成技術の開発（カキ礁造成のための作業手引き）

貧酸素水塊の軽減・生産性向上

５
年
目
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/佐賀県浜川河口

地先、鹿島地先、

七浦地先 

カキ礁造成による

貧酸素水塊軽減効

果の検討 

カキ生息量の変化による貧酸素化面積の減少率の変

化の評価 

カキ礁造成による流況変化等の効果を詳細に把握する

こと 

  




